
令
和
六
年
度 

入
学
試
験
問
題 

国
語 

 
 

 

１ 
次
の
文
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

キ
ー
ス
テ
ー
ジ
3
で
は
、
議
会
制
民
主
主
義
や
自
由
の 

ａ
ガ
イ
ネ
ン
、
政
党
の
役
割
、
法
の
本
質
や 

ｂ
シ

ホ
ウ
制
度
、
市
民
活
動
、
予
算
の
重
要
性
な
ど
を
学
ぶ
ら
し
い
の
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
＊
１

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
事
柄

を
ど
う
や
っ
て
11
歳
の
子
供
た
ち
に 

ｃ
ド
ウ
ニ
ュ
ウ
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。 

「
試
験
で
ど
ん
な
問
題
が
出
る
の
」 

と
息
子
に
聞
い
て
み
る
と
、
彼
は
答
え
た
。 

「
め
っ
ち
ゃ
簡
単
。
期
末
試
験
の
最
初
の
問
題
が
『
エ
ン
パ
シ
ー
と
は
何
か
』
だ
っ
た
。
で
、
次
が
『
子
ど
も
の

権
利
を
三
つ
あ
げ
よ
』
っ
て
言
う
や
つ
。
全
部
そ
ん
な
感
じ
で
楽
勝
だ
っ
た
か
ら
、
ｄ
ヨ
ユ
ウ
で
満
点
取
れ
た
も

ん
」 得

意
そ
う
に
言
っ
て
い
る
息
子
の
脇
で
、
ｅ
配
偶
者
が
言
っ
た
。 

「
え
え
っ
。
い
き
な
り
『
エ
ン
パ
シ
ー
と
は
何
か
』
と
か
言
わ
れ
て
も
、
俺
は
わ
か
ら
ね
え
ぞ
。
そ
れ
、
め
っ
ち

ゃ
デ
ィ
ー
プ
っ
て
い
う
か
、
難
し
く
ね
？
で
、
お
前
、
何
て
答
え
を
書
い
た
ん
だ
？
」 

「
①
自
分
で
誰
か
の
靴
を
履は

い
て
み
る
こ
と
、
て
書
い
た
」 

自
分
で
誰
か
の
靴
を
履
い
て
み
る
こ
と
、
と
言
う
の
は
、
英
語
の
定
型
表
現
で
あ
り
、
他
人
の
立
場
に
立
っ
て

み
る
と
言
う
意
味
だ
。
日
本
語
に
す
れ
ば
、empathy (

エ
ン
パ
シ
ー)

は
「
共
感
」、「
感
情
移
入
」
ま
た
は
「
自

己
移
入
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
言
葉
だ
が
、
確
か
に
誰
か
の
靴
を
履
い
て
み
る
と
言
う
の
は
、
す
こ
ぶ
る
的
確
な
表

現
だ
。 

「
子
ど
も
の
権
利
を
三
つ
書
け
っ
て
の
は
な
ん
て
答
え
た
の
？
」 

と
尋
ね
る
と
、
息
子
が
言
っ
た
。 

「
教
育
を
受
け
る
権
利
、
保
護
さ
れ
る
権
利
、
声
を
聞
い
て
も
ら
う
権
利
。
ま
だ
他
に
も
あ
る
よ
。
②
遊
ぶ
権
利

と
か
、
経
済
的
に
搾
取
さ
れ
な
い
権
利
と
か
。
国
連
の
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
で
制
定
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
ね
」 

英
国
の
子
供
た
ち
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
、
子
供
の
権
利
に
つ
い
て
繰
り
返
し
教
わ
る
が
、
こ
こ
で
初
め
て
国

連
の
子
ど
も
の
権
利
条
約
と
言
う
形
で
、
そ
れ
が
制
定
さ
れ
た
歴
史
的 

ｆ
経
緯
な
ど
を
学
ん
で
い
る
よ
う
だ
。 

「
そ
う
い
う
授
業
、
好
き
？
」 

と
私
が
聞
く
と
息
子
が
答
え
た
。 

「
う
ん
。
す
ご
く
面
白
い
」 

実
は
私
が
日
々
の
執
筆
作
業
で
考
え
て
い
る
よ
う
な
問
題
を
中
学
1
年
生
が
学
ん
で
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
、

複
雑
な
心
境
に
も
な
る
が
、
＊
２

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
試
験
で
、
最
初
に
出
た
問
題
が
、
③

エ
ン
パ
シ
ー
の
意
味
と
言
う
の
に
は
、
ほ
お
、
と
思
っ
た
。 

「
エ
ン
パ
シ
ー
っ
て
、
す
ご
く
タ
イ
ム
リ
ー
で
、
い
い
質
問
だ
ね
。
今
、
英
国
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

い
や
世
界
中
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
実
に
切
実
で
大
切
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
か
ら
」 

「
う
ん
。
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の 

④
先
生
も
そ
う
言
っ
て
た
」 

と
、
ち
ょ
っ
と
誇
ら
し
げ
に
顎あ

ご

を
上
げ
て
か
ら
息
子
は
続
け
た
。 

「EU

離
脱
や
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
問
題
や
、
世
界
中
で
起
き
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
混
乱
を
僕
ら
が
乗
り
越
え
て
い

く
に
は
、
自
分
と
は
違
う
立
場
の
人
々
や
、
自
分
と
違
う
意
見
を
持
つ
人
々
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
っ
て
。
つ
ま
り
、
他
人
の
靴
を
履
い
て
み
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
『
エ
ン
パ
シ
ー
の
時
代
』
っ
て
、

先
生
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
で
っ
か
く
書
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
試
験
に
出
る
な
っ
て
ぴ
ん
と
き
た
」 

ブ
レ
イ
デ
ィ 

み
か
こ
『
ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
』 



 
 

＊
１

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
…
政
治
的 

 
 

＊
２

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
市
民
教
育 

問
１ 

傍
線
部
ａ
～
ｆ
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
改
め
、
漢
字
は
読
み
を
書
き
な
さ
い
。 

問
２ 

傍
線
部
①
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
11
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

問
３ 
傍
線
部
③
の
よ
う
に
私
が
感
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。
私
の
発
言
の
中
か
ら
理
由
に
当
た
る
一
文
を
抜
き
出
し

な
さ
い
。 

問
４ 

傍
線
部
④
で
、「
先
生
も
そ
う
い
っ
て
た
」
と
あ
る
が
、
先
生
は
息
子
に
何
を
伝
え
た
の
か
。「
混
乱
」「
想

像
」
の
２
語
を
使
っ
て
25
字
以
上
35
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

問
５ 

傍
線
部
②
に
「
遊
ぶ
権
利
」
と
あ
る
が
、
あ
な
た
は
子
ど
も
に
と
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
ど
う
し
て
必
要
だ
と

考
え
る
か
。
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し
な
さ
い
。 

 

・
題
名
・
氏
名
は
書
か
ず
、
本
文
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。 

・
縦
書
き
原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
っ
て
書
く
こ
と
。 

 

・
２
段
落
構
成
に
す
る
こ
と
。 

・
１
段
落
目
に
子
ど
も
が
遊
ぶ
こ
と
の
具
体
例
、
２
段
落
目
に
結
論
（
遊
ぶ
こ
と
の
意
味
や
重
要
さ
に
つ
い
て

の
あ
な
た
の
考
え
）
を
書
く
こ
と
。 

 

・
10
行
以
上
、
12
行
以
下
に
ま
と
め
る
こ
と
。 

 

２ 

次
の
文
章
の
傍
線
部
①
～
③
の
品
詞
と
し
て
適
当
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
。 

 

友
人
が
慣
れ
た
調
子
で
「
大
丈
夫
。
ち
ょ
っ
と
言
い
合
い
を
し
て
い
る
だ
け
。
す
ぐ 

①
静
か
に
な
る
か
ら
。
大

丈
夫
だ
か
ら
」
と 

②
言
い
な
が
ら
彼
の 

③
背
中
を
さ
す
っ
た
。 

  
 

ア 

名
詞 

 
 

イ 

動
詞 

 

ウ 

形
容
詞 

 

エ 

形
容
動
詞 

 

３ 

次
の
俳
句
か
ら
季
語
を
抜
き
出
し
、
季
節
を
答
え
よ
。 

 

① 

鶴
舞
ふ
や 

日
は
金
色
の 

雲
を
得
て 

 
 
 

杉
田
久
女 

 

② 

鰯
い
わ
し

雲 

人
に
告
ぐ
べ
き 

こ
と
な
ら
ず 

 
 
 

加
藤
楸
邨 

 

③ 

閑し
づ

か
さ
や 

岩
に
し
み
入
る 

蝉
の
声 

 
 
 

松
尾
芭
蕉 

 

４ 

次
の
四
字
熟
語
の
傍
線
部
の
読
み
を
書
き
、
意
味
を
選
ん
で
記
号
で
答
え
よ
。 

 

①
行
雲
流
水 

 
 
 

②
泰
然
自
若 

 

③
不
易
流
行 

 

④
一
期
一
会 

 
 

⑤
明
鏡
止
水 

 

ア 

邪
念
が
な
く
、
心
が
澄
み
切
っ
て
い
る
様
子 

イ 

本
質
を
忘
れ
ず
に
、
新
し
い
変
化
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と 

ウ 

落
ち
着
い
て
ど
ん
な
こ
と
に
も
動
じ
な
い
こ
と 

エ 

深
く
物
事
に
執
着
し
な
い
で
成
り
行
き
に
身
を
任
せ
る
こ
と 

オ 

一
生
に
一
度
だ
け
の
機
会 

 

５ 

次
の
□
に
漢
字
を
あ
て
は
め
対
義
語
を
完
成
し
な
さ
い
。 

  

① 

収
入 

― 

□
出 

 
 

② 

□
設 

― 

破
壊 

 
 

③ 

需
要 

― 

□
給 

 

 

④ 

保
□ 

― 

革
新 

 
 

⑤ 

困
難 

― 

容
□ 
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問問問問問
１２３４５

ae①①③①③⑤①

他世想せ反しび遊もそ経界「季
語

季
語

読
み

読
み

読
み

人界像子な応て、ん考、の験を生エ

の中力どいしい一でえ寝遊し形」

立でがも頃、る人いてるびな作そ②

ｂ場起必はか自
。

でるみこのかるの②

にき要遊ら分大も
。

れと中ったも
季
節

季
節

意
味

意
味

意
味

立てだび、たき子ばもでためのイ冬夏エイア

fっいの同ちくど子生子何ので③

てる中じだなもど活どか遊は

ｃみ混で年ける同もすもをびな③②②④

る乱生恰でと士にべは知、い
季
語

読
み

読
み

をき好通、でとて世っそだア④

乗てのじごもっが界てれろ

りい子合っ何て遊にいはう

ｄ越るどうこかはび触く言か

え
。

も何遊を食のれ
。

い
。季

節
意
味

意
味

⑤

る言がかび見べよ、自換秋ウオ

た葉いでやつるう今分え

めもる交砂けこだまのる

に話と流遊てと
。

で世と

令
和
六
年
度
入
学
試
験
問
題
　
　
国
語

め
い
き
ょ

う

導
入

こ
う
う
ん

鶴

概
念

司
法

ふ
え
き

蝉

余
裕

守

易

は
い
ぐ
う
し
ゃ

け
い
い

支

建

供

い
ち
ご

じ
じ
ゃ

く

鰯
雲

今
、

英
国
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
と
っ

て
、

い
や
世
界
中
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、

そ
れ
は
実
に
切
実
で

大
切
な
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
か
ら

と
い
う
こ
と



令和６年度 入学試験問題 数学 

 

注意１ まず，解答用紙・問題用に受験番号を正しく記入してから解答をはじめること  

注意２ 解答はすべて，解答用紙に記入すること（この用紙に解答を記入しても無効です） 

□1  次の式を計算（簡単に）しなさい。 

(1) 1 − (−2) × 3 

(2) (
1

2
)

2
+

1

3
 

(3) 5𝑎 − 3𝑏 − 4(𝑎 − 𝑏) 

(4) 𝑎2 × 𝑎3 

 

□2  次の方程式を解きなさい。 

(1) 3𝑥 − 5 = 5𝑥 − 3 

(2）{
2𝑥 + 𝑦 = 7

      𝑥 − 𝑦 = −1
 

(3) 𝑥2 + 6𝑥 − 7 = 0 

 

□3  次の各問に答えなさい。 

（1）(3𝑥 − 1)2 を展開しなさい。 

（2）4𝑥2 − 25𝑦2 を因数分解しなさい。 

（3）6km 離れたところへ分速 60ｍで移動する。移動時間は何時間何分か。 

（4）400ml の水が入っている容器から毎秒 0.2ml の割合で水を抜く。水がなくなるまでに何分何

秒かかるか。 

(5) 2点(1,2), (−1,6)を通る直線の方程式を「y=」の形で求めなさい。 

(6) ２次関数 𝑦 = 3𝑥2 について，xの変域が −4 ≦ 𝑥 ≦ 1 のとき，yの最大値と最小値の差を求

めなさい。 

□4  図のように球を半分にした立体（半球と呼ぶ）がある。 

この半球の上面と合同な円を上面とし、深さも球の半径と同じ 

である円錐がある。半球の体積は円錐の体積の何倍か求めなさい。 

 

□5  正六角形 ABCDEF と正三角形 ACEについて， 

正六角形 ABCDEFの面積は正三角形 ACEの面積の何倍か求めなさい。 

 

 

 

 

  

C 

B 

A 

D 

E 

F 



６  ある 1000 人を対象として〇と×のどちらかで必ず答えるＡ，Ｂ２つの質問をした。 

右の表はその結果の人数をまとめたものである。 

例えば質問Ａに×，質問Ｂに〇と答えた人は 25 人であり，＊は

集計ができていない。 

(1) 質問Ａにも質問Ｂにも〇と答えた人は何人か求めなさい。 

(2) 質問Ｂに×と答えた人は何人か求めなさい。 

 

 

７ 次の図は 40人に対して「ある週にスマートホンを充電した回数」を調査した結果を表にした

ものである。この結果について次の各問に答えなさい。 

(1) ６回と答えた人は何人か求めなさい。 

(2) 回数の平均を求めなさい。 

(3) 回数の中央値を求めなさい。 

 
 

 

 Ａ〇 Ａ× 計 

Ｂ〇 (1) 25 * 

Ｂ× 100 * (2) 

計 * 100 1000 



令和６年度 入学試験問題 数学（解答例） 

 

まず受験番号を記入してから解答すること 

□1  (1) 7 (2) 
7

12
 (3) a+b (4) a5 

 

□2  (1) 𝑥 = −1 (2) 𝑥 = 2      , 𝑦 = 3 (3) 𝑥 =1,―7 

 

□3  

(1) 9x2－6x＋1 (2) (2x－5y)(2x＋5y) 

(3) １時間   ４０分  (4) ３３分  ２０秒  

(5) y=－2x＋４ (6) ４８ 

 

□4  ２倍  

 

□5  ２倍  

 

□6  (1) 800 人 (2) １75 人 

 

□7  (1) ３ 人  (2) ３．８ 回 (3) ４ 回 

 


